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胴
丸
は
、
甲
冑
の
一
つ
の
形
式
で

す
。
甲
冑
と
は
、
鎧
と
兜
（
冑
）
の

こ
と
で
古
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
戦
闘
の
時
に
戦
士
が
胴
と
頭
を
保

護
す
る
た
め
に
着
用
し
ま
し
た
。
胴

丸
は
、
平
安
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
た

歩
兵
用
の
鎧
で
す
。
桶
の
側
面
の
様

に
、
胴
の
周
囲
を
円
く
囲
み
、
右
脇

で
両
端
を
合
わ
す
よ
う
に
造
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
安
時
代
に
成
立
し
た
大

鎧
（
平
成
24
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
「
平
清
盛
」
も
着
用
し
て
い
ま

し
た
）
よ
り
も
簡
素
な
造
り
の
下
級

武
士
用
の
鎧
で
し
た
。
し
か
し
鎌
倉

時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
、
兜
と
袖
を
付

属
さ
せ
て
、
大
将
な
ど
の
上
級
武
士

も
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
胴
丸
は
、
先
月
号
で
紹
介
し

ま
し
た
、
垣
見
助
左
衛
門
家
に
伝
来

し
た
胴
丸
で
す
。
小こ

札ざ
ね

を
横
に
重
ね

て
紺
色
に
染
め
た
絹
糸
で
綴
っ
て

（
威お

ど

す
と
い
い
ま
す
）
造
っ
て
い
ま
す
。

小
札
は
、
鉄
板
と
練
革
で
作
っ
た
小

板
に
黒
漆
を
塗
っ
て
盛
り
上
げ
、
こ

の
２
種
類
の
札
を
交
互
に
重
ね
て
紺

糸
で
威お

ど

（
緒
を
通
す
）
し
て
構
成
し

て
い
ま
す
。
全
体
に
古
制
の
胴
丸
の

形
態
を
良
く
残
し
て
い
ま
す
が
、
胸

と
背
中
の
上
部
を
守
る
前
後
の

「
立
挙

た
て
あ
げ

」
が
、
古
い
胴
丸
と
比
較
す
る

と
、
一
段
ず
つ
多
い
な
ど
、
鉄
砲
伝

来
以
降
に
考
案
さ
れ
た
「
当
世
具
足
」

へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
の
作
品
で
あ

る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
土
豪
で
あ
っ

た
垣
見
氏
の
鎧
に
し
て
は
、
あ
ま
り

に
高
級
な
製
作
の
胴
丸
な
の
で
、
主

君
・
浅
井
長
政
か
ら
垣
見
助
左
衛
門

尉
が
恩
賞
と
し
て
拝
領
し
た
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

付
属
す
る
「
頭
形
兜
」
は
古
い
形

態
の
頭
形
兜
で
、
簡
素
な
篠し

の

籠
手

ご

て

と

共
に
垣
見
助
左
衛
門
尉
が
着
用
し
て
、

姉
川
合
戦
や
小
谷
城
籠
城
戦
な
ど
の

激
戦
を
一
緒
に
く
ぐ
り
抜
け
た
も
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■問
長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
7
６
３
‐
４
６
１
１
）
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市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、447件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。
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▲籠手
こ て

市
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
微
小
粒

子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
に
関
す
る
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
情
報
を
、
メ
ー
ル

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
方
法
】

n
a
ga
m
l.sm

o
g@
m
p
m
e.jp

に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
、
そ
の
返
信
メ
ー
ル
の
内
容

に
し
た
が
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
登
録

で
き
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

５
〜
９
月
に
か
け
て
の
日
差
し
が
強
く

て
気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
に
は
、
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）
の
濃

度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
人
に
よ
っ

て
は
、
目
や
の
ど
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
も
、
直
ち
に
健
康

に
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
な
ど
は
で
き
る

だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

③
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」「
の
ど
が
痛
い
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
と
き
は
、
目
を

洗
っ
た
り
、
う
が
い
を
し
て
室
内
で
休

む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
洗
濯
物
は
屋
外
に
干
し
て
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
Ｐ
Ｍ
2.5
と
は

大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
の
う

ち
、
特
に
細
か
な
も
の
を
Ｐ
Ｍ
2.5
と
い
い

ま
す
。
肺
の
奥
に
入
る
こ
と
で
健
康
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
意
喚
起

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
不
要
不
急
の
外

出
や
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
呼
吸
器
や
循
環
器
系
に
疾
患
の

あ
る
人
や
、
小
児
、
高
齢
者
の
人
は
、
体

調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎
重
に
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
注
意

喚
起
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
テ
レ
ビ
】

注
意
喚
起
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
び
わ

湖
放
送
の
デ
ー
タ
放
送
で
確
認
で
き
ま
す
。

〈
確
認
方
法
〉
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
び
わ
湖
放
送

に
合
わ
せ
て
、
テ
レ
ビ
リ
モ

コ
ン
の
「
ｄ
」
ボ
タ
ン
を
押

し
、
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

「
防
災
、
安
心
・
安
全
情
報
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ラ
ジ
オ
】

平
日
の
10
時
と
15
時
に
、
Ｆ
Ｍ
滋
賀
で

放
送
し
て
い
ま
す
。

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

メ
ー
ル
で
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
Ｐ
Ｍ
2.5
の
注
意
報
を

配
信
し
て
い
ま
す

長
浜
市
議
会
で
は
、
今
後
の
議
会
運
営
等
の
参
考
に
す
る
た
め
、
議
案
審
査
に
お
け
る
議
論

の
経
過
や
結
果
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
報
告
・
説
明
し
、
議
会
活
動
や
市
政
に
対
す
る

意
見
な
ど
を
お
聴
き
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
余
呉
会
場

【
と
　
き
】
５
月
23
日
（
土
）
19
時
〜

【
と
こ
ろ
】
余
呉
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
３
階

大
集
会
室
（
余
呉
町
中
之
郷
）

●
長
浜
会
場

【
と
　
き
】
５
月
25
日
（
月
）
19
時
〜

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】
両
会
場
共
通

◆
第
１
部
　
議
会
報
告
会

平
成
27
年
度
予
算
認
定
に
か
か
る
議
会
報
告

◆
第
２
部
　
意
見
交
換
会

テ
ー
マ
「
地
方
創
生
に
つ
い
て
」

◆
第
３
部
　
そ
の
他

市
議
会
・
市
政
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

■問
議
会
事
務
局
（
7
６
５
‐
６
５
４
７
）

市
議
会
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す

黒
漆
塗
紺
糸
威
胴
丸

く
ろ
う
る
し
ぬ
り
こ
ん
い
と
お
ど
し
ど
う
ま
る

▲

頭
形
兜

▲

一
日
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

■問
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
（
7
０
７
４
９
‐
２
３
‐
１
１
１
６
）

【
と
　
き
】
５
月
21
日(

木)

７
月
16
日(

木)
【
と
こ
ろ
】
市
役
所
西
館
３
階

３
―
Ｃ
会
議
室

【
相
談
時
間
】
10
時
〜
16
時

【
申
込
方
法
】
１
週
間
前
ま
で
に
、
下
記
の

予
約
専
用
電
話
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

予
約
専
用
電
話

彦
根
年
金
事
務
所

7
０
７
４
９
‐
２
３
‐
５
４
８
９

（
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

※
予
約
専
用
電
話
で
は
、
予
約
の
み
の
受

付
で
す
。


